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那須塩原・リンツ 

オースト

リアで資源

の使い方を

考え直し、

SDGs に取

り組んでい

る代表的な

文化施設は、

フンデルトヴァッサー美術館のクンストハウス・

ウィーンです。芸術家・建築家のフリーデンスラ

イヒ・フンデルトヴァッサーは、人間と自然の関

係を表した作品や自然と調和した建築で知られ、

環境保全の分野でも活躍しました。この施設では、

展示品の他に館内の日々の業務でも、新しい製品

を買う時に３Rを考えるなど持続可能な取組みを

しています。2018 年には、オーストリアの博物館

で初のオーストリア環境ラベルを取得しました。 

2021 年の ICOM Austria(国際博物館会議のオ

ーストリア国内委員会)の事業「17×17」では、17

館の博物館が SDGｓ17 のゴールに取り組みまし

た。展示やワークショップなどを通して、来場 

 

者に持続可能性について考えさせ、新しいアイデ

アを伝えました。その事業に参加したリンツ市の

博物館アルス・エレクトロニカ・センターは

「There is no Planet B（第 2の地球はない）」を

テーマに、人間の行動が自然に与える影響につい

て見せたり、食やプラスチック業界での責任のあ

る消費や生産のポイントなどに関するガイドツ

アーや講演

会を開催し

ました。例え

ば、「生命維

持システム」

という作品

では、麦を室

内で育てる

ために必要な水や日光の量を量って記録し、生態

系の実態を知ることが出来ます。子供向けには、

小さいソーラーパネルを使って虫型ロボットを

作るワークショップを行いました。今年は、ウィ

ーンの 10 館の博物館が当事業に参加し、SDGｓ

から 2 つずつゴールを選び取り組んでいます。 

文化施設が SDGｓにチャレンジ 

1
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クンストハウス・ウィーン©Paul 
Bauer 

ノイジードラー湖© Jakub Hałun CC 
BY-SA 4.0 

 ノイジードラー湖は、オーストリアとハンガリーの国境に

またがり、文化的景観としてユネスコの世界遺産に登録され

ている湖です。水深が浅いステップ湖であり、乾燥や雨の量

によって水位が変化し、過去には干上がったこともありま

す。温暖化やアスファルトなどの不浸透面の使用、農業での

地下水の使用などによって、今年の夏には、水位が約 60 年

間で最も低くなりました。水温が上がることで、魚が死んで

しまい、漁師がその魚を処分する作業が必要となっていま

す。湖が涸れ、生態系のほか、観光や農業の分野でも問題と

なっています。そのため、6 月にオーストリア・ブルゲンラ

SDGｓコーナー：ノイジードラー湖 

ント州知事とハンガリーの外務大臣が、気候やエネルギーに関する国境を越える協力についての協定

書に調印しました。項目の 1 つに、ノイジードラー湖周辺の水位を安定させることと、生態系を保護

することとあり、そのためにハンガリーのモソニ・ドゥナ川からノイジードラー湖までの用水路の設

置などの対策を検討しているそうです。 

 

「生命維持システム」© Ars 
Electronica-Robert Bauernhansl 
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「言葉や文化の違いを乗り越えて人とつながり合う力」 

国際交流の経験について： 

１２年間の那須塩原市教育委員会勤務時代、オーストリアリンツ市に

ある LISA校との海外交流事業を担当しました。毎年中学生を連れてリン

ツ市を訪ねていましたが、それが本市でも留学生を受け入れる相互交流

に発展し、やがてリンツ市との姉妹都市締結に至った際は、感慨深い思い

がしました。と言うのも、事業開始当初に「英語が話せない日本人家庭に

行かせることはとても心配だ。」と交流を断られたことがあったからです。

しかし、「来ればきっとその良さが分かるから。」という言葉を信じて本市

を訪れ、その「おもてなし」文化に触れた彼らは、「日本は言葉にできな

いほどすばらしい。世界で一

番だ。」と言ってくれました。 

その中で特に印象深い思

い出について： 

心に残っているのは、別れ

の朝に涙を流しながら抱き合

う子供たちの姿や、「これは一

生の宝。言葉は分からなかっ

たけどいい子だったよ。」と、

受け入れた子と撮った写真を

抱きしめた日本人のおばあちゃんの笑顔です。ほんの数日間であっても共に暮らした経験は、全ての人の

心に出逢いへの感謝と、繋がり合えた喜びを残してくれます。２０１１年の東日本大震災の際には、LISA

の保護者や先生方から「那須塩原の子供たちを何年でも預かるから、リンツへよこしなさい。」というメ

ッセージと支援物資がたくさん届きました。その優しさにどれだけ励まされたことでしょう。 

国際交流の「これから」について： 

関谷小に赴任してからは、ゴルス町の小学校との

オンライン交流を、継続的に行っています。双方の

子供たちは毎回瞳を輝かせてお互いの言葉に聞き

入り、驚いたり笑い合ったりしながら友情を深めて

いるようです。英語力はまだまだ十分とは言えませ

んが、言葉以上に大切なことがあることを彼らは理

解し始めています。それはお互いを尊重し、理解し

合おうと努力することです。グローバル社会を生き

る子供たちには、言葉や文化の違いを乗り越えて、

人とつながり合う力が強く求められています。これ

からも様々な交流活動を通して、本校の子供たちを

広い世界と出会わせたいと思っています。 

あの人：山本幸子校長先生 

 

プロフィール 

名字：山本（やまもと） 

名前：幸子（さちこ） 

出身： 那須塩原市 

居所： 那須塩原市 

職業：関谷小学校 

校長先生  

モットー：失敗を恐れずに

最善を尽くす 

 

オーストリア・リンツの
中学生との交流は2005年か
ら始まりました。相互派遣
事業では、これまでに那須
塩原市からは約 500 人、リ
ンツからは約 150 人がお互
いの国を訪ねてホームステ
イをしました。 

オーストリア中学生海外派遣研修事業 

エルヴィン・モーザ校とのオンライン交流会（ホストタウンレ

ガシー事業として実施） ２

１ 
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2022年８月 23日（火）ホストタウンフェスティバル ～GOTO2025～ 

2020 年東京オリンピック・パラリンピックの「レガシー」として相

手国との交流を続けているホストタウンが東京に集まり、これまでやこ

れからの交流事業、プロジェクトについての発表と交流を行いました。

2025 年に大阪・関西で開催される万国博覧会を、相手国との交流を更

に深めるきっかけとして、万博に向けてできることを話し合いました。 

那須塩原市は、オーストリアとの

ホストタウン交流について発表をし

ました。また、同席した在日オースト

リア大使館のハイスラー全権公使

が、リンツ市と那須塩原市の姉妹都

市交流は、とても活動的で素敵であ

るとおっしゃっていました。オース

トリアは万博でパビリオンを出展する予定です。秋以降、レガシーの交流事業は、学校間のオンライン交

流やオーストリアパラ選手と学校のオンライン交流のほか、学校間音楽交流を予定しています。 

生き生きとしたホストタウン交流 

３ 

ハイスラー全権公使による挨拶 

那須塩原市の活動写真展 那須拓陽高校が発表する様子 

 

これまでの那
須塩原市のホス
トタウン交流は
こちらです。 

創作料理の出店： 

★10/2（日）：戸田調整池 

～シュニポテとて焼～ 

塩原のとて焼とオーストリアの名物ヴィナー・シュニッツェル（子牛

や豚肉のカツレツ）、ポテトサラダが出会った料理。アスパラ、トマト

やレタスが入っていておいしいです。チーズのソースとマッシュポテト

に混ぜたマスタードがポイントです。 

☆ 那須拓陽高校の創作料理がとちぎ国体デビュー ☆ 

～那須っ子クグロフGugelhupf～ 

オーストリアのお祖母さんのコーヒータイムが思い浮かぶような家庭料

理である焼き菓子「クグロフ」と那須塩原市の自然の恵みが出会ったお菓

子。ほうれん草、ブルーベリー、イチゴ３種類を提供します。パッケージ

には那須塩原市の経木を使い、地元の暖かい気持ちをたくさん込めた、わ

くわくする焼き菓子です。 

 
出

展

の

ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。 

那須拓陽高校には、これま

でオーストリア創作料理に何

度も係わっていただきまし

た。今年の創作料理は、とちぎ

国体で販売します。 

 
★10/5（水）：ホウライ倶楽部★10/6（木）：塩原カントリークラブ＆地方

競馬教養センター★10/７（金）：西那須野カントリー倶楽部＆地方競馬教

養センター★10/9（日）と 10/10（月）：石川スポーツグラウンドくろいそ 

東京の八芳園のシェフが那須拓

陽高校の生徒を指導する様子 
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４ 

私は 1 年目に、岡田眞善さんのラジオ番組「チャレンジ ing 那須

塩原」(2018 年からは「エールなすしおばら」)に出演させていただ

きました。取材のため、毎週、那須塩原市の各地に出かけていまし

たが、当時、市役所の代表として片桐計幸さんによく同行していた

だきました。いつも丁寧に日本の文化などについて説明していただ

き、「実るほど頭を垂れる稲穂かな（立派な人ほど、周りの人に対

して謙虚になること）」の言葉を教えてくださいました。その後、

片桐さんが副市長になり、当時秘書課に所属していた私は副市長と

6年間を振り返る：実るほど頭を垂れる稲穂かな 

君島市長が人々と交流する姿をよく見ていましたが、誰に対しても心から優しく対応していました。

日本ではよく「相手を大切にする」や「察する」などの表現を聞きますが、ただの言葉としてではな

く、その本当の意味は、市長と副市長の行動を見て分かったことです。一生忘れられません。 

バックナンバー・ドイツ語・英語編： 

https://www.city.nasushiobara.lg.jp/soshikikarasagasu/shimin 

kyodosuishinka/shiminsankaku/kokusaikouryuu/3/4240.html 
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クイズの答え：C。クッキ
ーです。ジンジャーブレ
ッドの他にも、種類はた
くさんあります。 

片桐元副市長がリンツ市長たちにお

茶を入れる姿。 

2022 年 7 月号のニュースレター「ニクラス・サルム＝ライファーシャイト氏の訪問」に誤りがありました。中学生

交流事業の始めは 2005 年ですが、初版のニュースレターでは 2006 年になっています。お詫びして訂正いたします。 

材料（約 36個分）：デーツ約 36個、マジパン 200g（アーモンドパウダー

100ｇ、粉砂糖 100ｇ、はちみつ小さじ２、水小さじ４）、チョコレート・

クーベルチュール約 250ｇ お好みで：乾燥ココナッツ、ピスタチオなど 

手順：①マジパンの材料を混ぜます。②デーツに切りこみを入れ、種を抜

き取ります。③種の代わりに、少量のマジパンをデーツに入れます。④クーベルチュールをパッケージ

に書いてある手順で溶かします。⑤デーツをチョコレートでコーティングし、乾燥ココナッツを振りか

けて、クッキングシートに並べて固めます。※クーベルチュールは扱いが難しいため、ある程度経験が

ないと白い部分（味には問題ないが美しくない）が出やすいですが、ココナッツなどで隠せます。 

 

作ってみましょう ☆ クリスマスのお菓子「チョコデーツ」 

 

 
オーブンなしで

作れる！ 

 パネットーネ

クッキー
オーストリ

アのクリスマスで

必ず食べるものは

何ですか。

クリスマス 
プディング

ビュッシュ・
ド・ノエル


